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ヒマラヤ南面・ブータンの国民統合と農村開発
―農耕文化と高地文明―

河合明宣

はじめに：農耕社会と文明
　歴史的に見ると、世界の農耕の担い手の多くは
家族農業、家族経営の形での小経営である。耕種
農業では、自らの農具と土地を持ち、時には「結
い」等の相互扶助による集団的労働はあるが、主
体は家族労働である。自らの農具等の労働手段を
用いて土地や作物、家畜等の対象に働きかける。
生物生産の管理（経営）は自らの判断でなされる。
こうした小経営では、生産の単位は、生活・消費
の単位となる。生産過程と生活過程双方が家族単
位でなされる。家族は、再生産の単位となり、生
産と生活の過程での自立性が現れる。農耕は、地
形や気象等地域の条件に大きく規定される。こう
して、地域に固有な農耕と生活の様式（農耕文化）
が現れる。
　文化は、「社会を構成する人々によって習得・
共有・伝達される行動様式ないし生活様式の総体」

（『大辞林』三省堂）とされる。これに対して、文
明は、「人知が進歩して、精神上・物質上のもろ
もろの事物が整い備わっている社会の状態。特に、
交通網が発達し、都市化がすすみ、社会制度が整
い、十分な食糧が供給され、経済状態・技術水準
などが高度化した文化をさす」（同）とされる。
農耕から生み出された剰余により社会の階層化が
進み、それを支える都市や道路等のインフラや通
貨、法律、統治・行政の機構が整って、「文化」
はある「文明」に統合され、質的変化を遂げる。
　高地文明を支えるこれらの特質をも探る必要が
ある。即ち、高地文明の政治体制（レジーム）、
行政・官僚制等の特徴を考察する必要がある。月
原は、チベット文化核心を重要性の順位から
チュー（ダルマ、仏教）、言語及び風土性（土地
と生活様式）の 3要素で捉え、その強弱と特徴（「重
ね合わせ問題」）からブータンやシッキム等の具
体例を「チベット文化地域の文化と政治にみられ

る歴史地理的現象を空間的に正しく理解すること
ができる。」（月原：36）とする。さらに、第 4の
要素「血統、系譜」及び「政治、政体」の解明が
欠かせないとしている。
　本稿は、ブータンを取り上げ、農耕文化と文明
との関連を、地域農業とそこで生まれる農業剰余
の蓄積・配分に焦点を絞って探る糸口にしたい。

国民総幸福（GNH: Gross National Happiness）
開発理念
　ブータンはヒマラヤ南斜面、ネパールの東方向、
北にチベット（中国）、東西及び南でインドと国
境を接する陸封国（landlocked country）である。
面積 38,194平方キロ、人口 634,982人（2005年）
の小国である。面積では日本の 10分の 1強、人
口では 200分の 1、日本の平方キロあたりの人口
密度 342人（2004年）に対して、僅か 17人である。
　1959年の中国のチベット併合までは、ブータ
ンの対外関係は、主にチベットとの交易とシン
チュラ条約に基づくイギリスとの関係であった。
シンチュラ条約は、イギリスが英領インドの権益
保全を目的として 1865年ブータンと戦い、ブー
タンは助言を通してイギリスから外交面での指導
を受ける約束を結んだものであった。1910年の
プナカ条約によりイギリスはブータンの内政に不
干渉を約束した。イギリスと締結したかかる条約
により、イギリスに牽制されチベットからの政治
的影響が遮断された。イギリスとチベットとの勢
力均衡下で、1907年トンサ領主ウゲン・ウォンチュ
クが国内を統一して現王国を樹立した。
　1952 年、 現 王 朝 3 代 に 当 た る Jigme Dorji 
Wangchuk国王が即位した。第 3代国王の時期に
鎖国政策を転換し外部世界との接触が始まった。
1962年にコロンボ計画、1969年万国郵便連合に
加盟した。1970年オブザーバーとして国連に出
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席し、翌 1971年には正式加盟国となった。
　第 3代国王は、1953年一院制の国会を開設し、
国民統合の礎を築いた。1950年代には、農奴の
廃止や土地所有上限設定等の土地改革を推進し
た。1961年に第一次 5か年計画が実施された。
これ以降、5か年計画を順次実施し、第 9次 5か
年計画までには国民統合、地方行政機構整備、そ
して地方自治制度、成文憲法発布にまで至る着実
な歩みを進めた。
　1974年 6月、4代ジグミ・センゲ・ワンチュッ
ク（Jigme Singye Wangchuk）国王が即位し、多く
の開発途上国が採用した外資導入による輸出志向
工業化にはくみせず、独自な第三の道を通しての

「近代化」を強く進めた。センゲ・ワンチュック
国王は 1971年に創設された国家計画委員会

（Planning Commission）の委員長に 16歳で就任し、
1991年 6月までその任務を果たした。国王の戴
冠式における演説ですでに長期の明確な構想が述
べられていた（ブータン王国：286）。若い国王の
洞察力は注目される。

　現在、われわれの前にある最も重要な課題は、将
来にわたるわが国の継続的な発展を確実なものとす
るために経済的自立を達成することである。ブータ
ンの人口は小規模であるが、豊富な土地と豊かな自
然資源、健全な計画を以って、近い将来にわれわれ
の目標である経済的自立を達成することができるの
である。
　あなた方国民においては、自身の快適な生活の構
築が政府によってすべて行われるべきであるという
態度を身に付けてはいけない。あなた方のささやか
な努力は政府の多大なる努力よりはるかに功を奏す
るのである。政府と国民が手を携え固い決意をもっ
て協働するならわが国民は繁栄を手にし、わが国は
強力で安定したものとなるのである。
　今日私があなた方に伝えなければならないただ一
つのメッセージは、われわれ一人ひとりが自身を
ブータン人と認識しそれに相応しく考え行動し、そ
してわれわれが三宝を信仰するならば、栄光ある
ブータン王国は力が力を携えて成長を遂げ、繁栄と
平和と幸福を成就すると言う事である。

　この約束は 40年かけて確実に実現された。国
際社会に向けて、物質的豊かさより精神的豊かさ

の重視、あるいはこの両者が調和した開発を求め
ると宣言している。これが後に GNH開発理念と
して定式化された。GNHは、ブータン国民の伝
統的価値観や生活様式との連続性を保った自律
的、内発的、漸進的な開発理念である。GNH開
発理念を掲げて独自の「近代化」を進めるブータ
ンが、国民の政治参加を保障した地方分権統治体
制を通した国民統合の基盤をなす初めての総選挙
が 2008年 3月に実施され、7月の国会で成文憲
法が採択された。この憲法発布を目指して 1960
年代から始まった、ブータンの社会経済開発が、
地方分権化を最大課題とする経緯と理由を述べ
る。

高地のフィルター機能：陸封国（Landlocked 
Country, Heart Land）
　センゲ・ワンチュック国王は、かかる開発理念
をかかげ長期にわたる国民統合のプロセスの後、
2007年に王位を皇太子に委譲し、2008年成文憲
法を発布した。こうした希有な国民統合（今枝 
2008：160-163）が実現された理由は、1）地理的
位置と、その王朝の統治を可能にした 2）歴史状
況が重要である。この点に関して、ローズ（ロー
ズ：58）が 30年前の著書で指摘したブータンの
固有性に満ちた発展を可能とする重要条件は示唆
に富む。

　ブータンは、経済開発にはつきものの政治社会変
革を伴わずに、国民の要求を満たすには十分な速度
での上からの経済開発の可能性を秘めた、南アジア
の中の一地域である。しかし、この国が自国のペー
スで発展し、変わっていくためには、ブータンの外
部環境がそれを許すものでなければならない。そし
て、外部環境がそれを許すかどうかは、決して確実
ではないのだ。

　1980年代後半に、ローズが指摘するこの外部
環境の変動が大きな課題として顕在化した。ブー
タン政府が進めるブータンの文化的固有性に基づ
いた国民統合政策に反対するネパール系住民が、
南部数県において反政府運動を展開した。1990
年 9月には、大規模なデモが暴力行為に広がり、
治安が大きく乱れた。政府の鎮圧により多数のネ
パール系住民がネパールへ出国した。彼らは政治
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難民として国際社会の注目を集め、国連難民高等
弁務官による調停により解決の糸口を見出した。
その後、2005年にセンサスが実施され、正確な
人口が把握された。また、磁気カード化した身分
証明書発行を含めた新しい住民登録制度の導入等
により越境して流入する人口対策を厳しくした

（Kawai：20-30）。
　他方、インドの旧アッサム州には独立州を求め
る武力勢力アッサム解放統一戦線（ULFA）やボ
ドランド民族民主戦線（NDFB）等がインド政府
と武力衝突を繰り返している。インド軍の追撃か
ら逃れるためにブータン南部のジャングル地域

（熱帯雨林帯）を隠れ場として不法に占有してい
た。2003年 12月、国王自らが指揮を取って、武
力で掃討した（平山：217-222）。しかし、こうし
た勢力とインド政府との問題は未解決のままであ
り、不安は残る。
　チベットの国境の北を除けば、ブータンは周辺
を人口稠密地に囲まれている。未開地での不法耕
作を求める人口圧の問題も根本的には解決されて
いない。ブータンが国境を接する地域は、民族紛
争多発の地域であり、民族自決を求める広域の動
きがブータン国境外で様々な活動を展開してい
る。こうした外部の動向に内部の一勢力とが連動
する事態になれば、人口 63万人強のブータンの
将来は極めて不安定とならざるをえない。
　こうした地政学的外部環境の課題は、グローバ
ル化が進む今日ではブータンの国家運営を、一層
強力に規定している。国境に海洋（公海）を持た
ない国は、人口移動が自由で多民族構成における
国民統合の課題（「国民国家の形成」）を常に抱え
ている（ダダバエフ：7）。紛争時における地上部
隊による越境攻撃（外交と国防）、周辺国が国境
を厳しく管理すれば、人口の移動さらに物流が大
きく遮断され、輸入した食料に依存する国では飢
餓の危機に曝される。必要物資の輸出入が不可能
となる。
　産業革命以降の高度工業化社会は、情報、人材、
物流に関する自由貿易に支えられている。しかし、
こうした陸封された国家は、国境を接する諸国に
ヒト、モノ、カネに関わる物流の生命線を握られ
る。また同時にグローバリゼーションの流れから
も遮断される場合がある（写真 1）。
　地政学的要因は、国家運営のあり方に多大な影

響を与えている。ブータンでは、外部環境の変化
は、今日に至る歴史の中では、ローズが危惧した
ようには作用しなかった（注 1）。二大大国、中
国とインドとの国境に挟まれたある均衡が生じて
いたと思われる（注 2）。こうした地政学的な陸
封条件と内部環境、国家運営との関連について考
える。

人口移動：高人口密度地帯の移動、
　日本人の人口移動の長期的トレンドの推計か
ら、鬼頭宏は現代産業社会の特徴を次のように述
べている（宮本 2008）。日本の人口変動は、人口
増加期に観察される。①縄文中期には総人口の
96％が「東日本」に集中していた。これは、採集
経済期には東日本の方が温暖帯落葉樹林が繁茂
し、木の実が豊富であったことによる。ところが、
②弥生時代～鎌倉時代には、稲作の伝播導入に
とって有利な「西日本」へと高密度地域は移動し

写真 1　インドから輸入した米、家族計画のスローガン　
Small Family Happy Family
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た。平安時代末～鎌倉時代には再び「東」へ移動
が見られた。③ 14・15世紀～江戸初期の第三の
人口増加の波が観察された時期には、畿内での農
業生産力の向上が見られ「西日本」が人口集中地
域となった。
　江戸中期には、西と東はほぼ均衡し、江戸後期
には地方への人口の分散が生じた。幕藩体制下で
諸藩が小人口を引きつけ「地方分権」的様相を呈
した。④ 19世紀半ば～現在では、首都として東
京及び工業化による太平洋ベルト地帯出現で「東
日本」集中になった。
　これは次のように説明される（宮本：22-23）。

　人口増大と人口集中とに相関があるのは、人口集
中が集積の効果、効率化をもたらし、人口扶養力を
高めるからである。しかし、臨界点を超えると、集
中は収穫逓減や、エコロジカルなあるいはアメニ
ティ上の諸問題を引き起こし、また社会諸制度にも
疲労を生じさせ、人口扶養力を低下させることにな
る。（略）これらに比して、現代文明は人口集中の
もたらすプラスの効果を高め、マイナス効果を減じ
ているともいえるかもしれない。農村社会や工業社
会と異なり、ポスト工業化社会は土地節約型である
から、土地の収穫逓減の影響をかってほどには強く
受けない。高層マンションの建設は都市の人口収容
力を高めている。医学や衛生の発達により、都市で
疫病が蔓延する危険性は低くなり、環境悪化を克服
する技術や制度も開発されつつある。
　これらのことからすれば、経験則はもう当てはま
らないかに見える。（略）歴史に学びたいことは、
人口重心の地域移動は自然に生じたものではなく、
先人たちの主体的な営為の結果としてもたらされた
ものであったということだ。

　今日では、際限の無い東京への人口集中という、
人口重心が移動しない新しい現象が起きている。
経験則では、人口が増大し臨界点を超えてしまえ
ば、衰退過程が始まり新開地に向かっての人口移
動が生じ、人間―自然関係のバランス機能は保全
されたのである。ポスト工業化社会以降に、この
経験則が当てはまらないかどうかは、ポスト工業
化社会が始まったばかりであること、アジア地域
への工場移転が進み国内産業は空洞化が見られる
等を視野に入れて考慮する必要がある。

　高地は道路、鉄道網の欠如により、グローバル
化から遮断され、ポスト工業化社会への移行はな
かった。近代的物流から隔絶されたことにより、
人間―自然関係に決定的断絶を経験せず、農耕文
化、地域農業、コミュニティが存続し、その中で
の小経営家族、家族にその一員としての気持ち（幸
福感、死生観、疾病観）が生き続ける。
　こう考えれば、高地環境に、人口数とその自然
利用の形態がバランスする持続可能な経済社会を
実現させる経験、社会組織、知恵と技術とは、失
われずに残るのである。

自然―人間関係（自然観）：グローバル化に対す
るフィルター機能
　土地利用すなわち、栽培作物と家畜を生み出
した農耕では、自然に手を加え二次的自然に変
えた（注 3）。農耕の対象とした生物や大地が二
次的自然を形作るため、農耕は生態資源の利用と
言える。農耕により食文化や播種から収穫を中心
とした集落の祭儀が生まれ、集落は、自給性、持
続性、内発的発展の場所となる。
　陸封されたブータンにおける経済社会は極度に
高い持久性を保っていた。輸出入は乏しく、隣国
の意思に背いて国境の外へ出入りする事は出来な
い。しかし、内政に関しては、自国が自由に裁量
することは出来る。中尾佐助が第二次大戦後の
1958年に日本人としては初めてブータンを訪問
し、『秘境ブータン』を書いた。その 12年後 1969
年に桑原武夫を隊長とした京都大学ブータン学術
調査隊が、陸路でプンツォリンから、途中は馬と
徒歩でサムドルジョンカールまで西から東へと
ブータン中央を横断した。同隊は一度、インドに
出国し、プンツォリン経由で再びティンプーに
戻った。
　この時期には、ブータンがインドの援助により
基幹道路建設を始め、第一次 5か年計画に基づい
て「近代化」の道を歩み始めた。社会経済におけ
るブータンの色濃い「自給的性格」が次のように
描写された（桑原：219）。

　旅に出る前には、途中の村で物資が順調に調達で
きるだろうかという心配があった。現在のところ、
ブータンの流通経済は未発達である。およそ物価は、

「競争の原理」にのっとって決まるのではない。ブー
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タンに入国した当時の西岡夫妻（注 4）は、米やニ
ワトリを買うために、あちらこちらの家を訪れたが、
誰一人として売ってくれる人はおらず、困りはてた
という。（略）物は金銭で売り買いするものではなく、
常にある行為の代償として差し出される贈り物か、
あるいは心の表現なのである。

　土地改革により農民世帯が自給しうる広さの農
地を所有し、自給経済の下では、建設労働者等の
賃金労働をする者は皆無であった。「農民も道路
建設の仕事にはいきたがらない。賃金労働者、つ
まり労働を金銭で売ることにはかれらは納得でき
ないのだ。『必要充足』の源がそこにある。」（桑原：
220）（注 5）しかし、貨幣経済の動きが大きくな
ることそれが自給的色彩の濃いブータンの社会経
済を変えていく予感を抱いた。

　大きな町には、かなり大がかりな常設のバザール
がある。一般雑貨はもとより、米、果物なども売ら
れ、ブータン独特の格子窓から店内をのぞきこんで
いる人たちも多かった。その他、ウォンデポダンや
トンサなどの地方行政の中心地には、小規模ながら
雑貨屋的な商店を見かけた。
　これらの雑貨屋では、灯油、衣類が主な商品と思
えたが、米やたばこも売っていた。米が売られてい
ることは、米を自作せず購入する層があることを示
している。（略）商品経済の発展は必然のものとなっ
てゆくのだろう。ただ、現在のところ、まだまだ貨
幣による支払いの機会は決して多くないのではない
だろうか（桑原：221-222）。（写真 2）

　1960年代の日本の高度経済成長期における農
村の大変貌をつぶさに見た者にとって、一度始ま
れば急速な変貌となることが危惧された。隊員の
観察である。「ブータンにおける貨幣経済の発達
は、いま、やっと緒についたばかりである。しか
し、徐々にではあるが、消費生活の変化は明らか
にあらわれてきている。税金が物納から貨幣納に
しだいに移っていると伝えられる現在、やがても
たらされるのであろう物心両面での大きな変化
は、やがてブータンにとって大きな問題になるに
ちがいない」（桑原：223-224）。
　しかし、およそ 40年後には、ティンプーへの
人口集中は加速化されているものの、農村部では
未だ自給自足的生活が続いている。これは、旅行
時にはブータンの社会経済開発の長期的理念が、
GNHとして定式化されていなかったことで、長
期的発展の性格が把握されず、日本農村と同じこ
とが起こるという判断であった。4代国王による
環境や文化（地域資源）の持続性を重視し、速度
を抑えた長期開発を目指した第一次 5か年計画
が、すでに始まっていた。経済開発における、地
域が持つ資源の持続性が最優先された計画であっ
た。コエロが指摘するようにブータンの自然資源
の重要性は、十分認識されていた（コエロ：
185）。

　ブータンの水力発電は事実上あり余って限りな
い。大ヒマラヤ山脈の中に源を発し、ベンガルやアッ
サムの平原に流れ落ちる多くの川は、全国の電力供
給に利用されるのである。すでに小型発電所計画が
あるが、大規模の企ては需要と資金が出来れば開発
されるであろう。
　要するに、ブータンは将来の経済開発には好条件
を備えた天然資源をもっているのである。しかし、
その発展を遅らせている根本問題がある。それは、
交通不便に加えるに、科学技術の分野で担当出来る
教育された人材がきわめて少なく、また大規模の開
発のための行政組織にも問題があることである。最
後に、同様に重要なのは財政源の問題がある。全般
的に問題なのは優先順位なのであって、どこから始
めるのか、最初に優先さるべきものは何であるかと
いうことである。

　地域資源活用の優先順位を明確にした長期開発写真 2　ウォンデポダン（2007 年）
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ビジョンが、GNH開発理念であった。この理念
の下で国民統合・経済的自立を目指したブータン
が第 9次 5か年計画までに何を達成したか。第 9
次 5か年計画の計画書から要点をまとめる（河合 
2004：42）。

第9次5か年開発計画の4重点分野
　第 9次 5か年計画（2002 ～ 07年）は、地域社
会に根ざした発展を目指す施策を打ち出してい
る。1998年の国王の執行権の国会への委譲によ
り地方分権化に一層の進展を見た。これは国王が
担っていた執行権を国民が分担しなければならな
いことをも意味している。第 9次 5か年計画は、
国の経済開発理念である「国民総幸福」の達成の
ために現実的、物質的基盤の構築に配慮し、次の
4点が重点領域とされる。すなわち、①経済発展、
②文化的遺産の保全と振興、③環境の保全と適切
な活用、④よい統治である。この達成のために前
5か年計画予算に比べ、約 75％増の予算規模と
なった。①では、人的資源開発が重点である。先
行するほとんど全ての 5か年計画で、保健・教育
セクターに 4分の 1もの予算が配分されたことか
ら明らかである。同時に人的資源の開発にとって、
その基盤となるインフラ整備、エネルギー、ツー
リズム、農業の発展等は不可欠なものである。②
では、文化的遺産の保全は国民国家として存続す
るために決定的に重要であり、グローバル化の中
で国民のアイデンティティ保護と生活文化保全
は、持続的発展を支える価値観や理念の根拠をな
す。これらは、変化に柔軟に対応していくための
社会的結束の基盤を生み出すものである。③では、
自然を敬う気持ちが環境倫理の骨格となり、森林
及び生物多様性が保全されていることが述べられ
ている。今後、生活環境汚染防止、循環型社会の
形成などが重要課題となる。④地方分権化を通し
て、村落社会が民主的で透明な決定を草の根レベ
ルで可能とする制度が育たなければならないとさ
れる。
　第 9次計画最大の特色は、1981年に始まった
20年間に及ぶ地方分権化の制度整備、国民への
啓発と権限委譲の実績を評価した上で、新たな段
階での一層の分権化を促すとしている点である。
これは、具体的には、ゲオッグに基礎をおく発展
計画の推進である。

　ブータンには 20の県（ゾンカック）が置かれ
ている。地域住民と県行政とは、行政村（ゲオッ
グ）に設置された各省庁の出張所とゲオッグ開発
委員会・総会を通して結びついている。第 8次計
画まではゲオッグには単独の財源はなく、必要な
開発計画は、受益者である住民負担を含め、県庁
で予算化されていた。ゲオッグ開発委員会の機能
は、県庁の決定を伝達・説明するとともにゲオッ
グ開発委員会による開発計画の提案と実施、日常
生活一般についての住民の要望の調整を図ること
である。具体的には、①法と秩序維持（Judicial）、
②徴税、③開発（Development）に関する諸事項
である。住民参加を前提にして、ゲオッグ開発委
員会は村内の整備・維持管理または開発のための
労働提供義務を負うのである。村長は、任期 5年
で 1世帯から 1人出席する会合で選出される。村
長には最下級司法権があり、村レベルの紛争調停
は任せられている。報酬及び旅費等が支給される。
　第 9次計画ではゲオッグへの財源委譲と独自の
予算編成権を初めて認めた。中央省庁の縦割り（セ
クター別）行政から住民のニーズに沿う地域行政
を目指したものである。従来、中央省庁の出張所
は別個の建物であったが、例えばフォブジ・ゲオッ
グでは、2002年 7月には常勤を前提に村長の執
務室を持つ新合同庁舎が建設され、業務を始めて
いた。地方分権化の進展を示すものである。合同
庁舎建設は住民にとって目に見える変化であり、
限られた開発予算の配分額であるとはいえ、自ら
が決定をなし得る財源を得たことは、責任感を生
み出すものである（Ninth Plan Main Document：6）。
1981年以来の地方分権化の動きが、新しい段階
に入ったことを感じさせる。
　第 9次 5か年計画は従来の開発理念としての「国
民総幸福」達成が政策として一層、現実的となっ
て来ている点が注目される。5か年での予算規模
の増加は、開発理念としての GNHは、物質的発
展と精神的幸福との調和を図るものでなければな
らないとし、そのための予算規模の拡大であると
される。すなわち、第 9次 5か年計画は、インフ
ラ整備の推進及び公共サービスの改善と文化及び
環境の保護と発展の双方に高い優先順位を与えう
るものであるとしている。この点が強調されてい
る。また、今後さらなる発展を持続させるために、
民間部門の発展は不可欠である。このため民間部
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門の発展は、重点的に推進される必要がある
（Ninth Plan Main Document.：i）。
　第 9次 5か年計画の中では重点分野 4つは、第
8次計画までの羅列的な重点分野と比べて、簡潔
で相互の関係が分かりやすい。①は GNH実現形
態である精神的、物質的充足が追求される。③の
森林資源保全は、水力発電や特にエコツーリズム
を成り立たせる資源であり基盤であることの確認
となっている。②と④は、価値観に関わり、社会
や国家のあり方、そして事業、施策、政策決定と
成果に関係する。②無しでは、重点領域 4つは体
系化されず個別には成り立たない。②は、国土の
最低 60％は森林であり、20％を国立公園、生物
多様性保全のために残すという決定は、政策目標
としての GNHを政策目標―実施―事業評価で把
握する糸口を与えたと考えられる。

自然環境と農業：生態適応の伝統農業
代表的な地域農業
　ブータンの政治体制を具体的な地域・国として
捉える上で、農耕文化の特徴を捉えておかねばな
らない。高谷好一は、家畜飼育を含む、一次産業
のあり方、山地での土地利用、未開地の開発を求

める人口移動等を説明する仮説を提供している。
自然環境と農耕との関連を説明した高谷（2002）
に依拠して桑原隊の記録からブータンの地域農業
の特色を探る。農業の 4つの起源地（図 1）は、
植物学者中尾佐助『栽培作物と農耕の起源』（1966
年）が提唱した。
　図 2は、景観区と 4つの農業起源地である。図
1を下敷きにして、長期のフィールド調査に基づ
いた景観区を書き込んでいる。世界の生態区分の
多様性を示すために、砂漠、草原、サバンナと混
交森（ママ）、熱帯雨林、山地 5つの景観区を設
定する。この 5つの景観の中に山地が含まれてい
る点が注目される。
　図 2は非常に大縮尺であるため、小地域の景観

（パッチ）は、捨象されている。広域の景観を大
きく切り取っている。サバンナ・混交森は、熱帯
雨林以外の疎林と密林、様々な森林を含んでいる。
山地にも色々なタイプの林が含まれるとする。サ
バンナ・混交森、山地は、他の単純な三つの景観
区に比べると複雑な要素を持っている。この地域
が栽培作物や家畜誕生の培養地として機能したと
位置づけられている。
　図 3で示される代表的な農業地は、次の 12と

図 1　4 つの農耕文化基本複合
出所）中尾（1966：vi-vii）
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され、三大高地と関連づけることが出来る。ユー
ラシア＝遊牧⑧はチベット高地、アフリカ＝⑨ミ
レット農業及び⑩牧畜はエチオピア高地、新大陸
＝⑫はアンデス高地である（表 1）。
　これは生態に対応した農業（野生植物の栽培作
物化）と家畜利用（野生動物の家畜化）の分布を
起源地との関連で捉えようとした結果である。高
谷の説明を本稿に関連する地域農業について引用
する（高谷：242）。

地球上の生態は実に多様であり、それに適応した農
業も実に多様であった。本書ではその生態を図 2の
ように考え、そこに広がった代表的な農業を図 3の
ように考えてみた。砂漠と草原、混交林（ママ）と
サバンナ、熱帯多雨林、それに山地に広がった農業
は何千年もかけて生態適応し、深化していったので
ある。

　起源と伝搬の関連づけにおいて、ユーラシア大
陸起源の農耕を重視している。簡潔な説明を引用
する（高谷：242-246）。

　ユーラシア大陸に起源したものは、特別多彩な展
開を見せた。（略）この系列の起源地はメソポタミ
アをとりまく山地である。しかし、これはやがて山
麓のオアシス地帯に降下して灌漑農業を生み出し、

これがオアシスの鎖を伝わってアジアからアフリカ
に広がり、オアシス灌漑農業帯をつくった。このオ
アシス灌漑農業はその縁辺で、少しは雨の降る所で
は天水農業として展開し、インドと華北にいたった
とき、ここに二つの天水農業核心域をつくった。さ
らに、この天水農業はもっと遠くへ展開していき、
ヨーロッパ、中国南部、東南アジア、日本にそれぞ
れ特徴的な天水農業域をつくりあげた。本来が牧畜
と耕作の両方を持っていたユーラシアの農業だった
が、草原に到達したとき、そこに新しく家畜に特化
してつくりあげられたのが遊牧地域である。アフリ
カ、オセアニア、新大陸ではユーラシアほどには複
雑な展開はしなかったが、しかし、それぞれにきわ
めてユニークな農業をつくりあげた。

①オアシス灌漑農業
　これらの地域はどれをとってみてもみな個性的で
ある。（略）オアシス灌漑農業①は文明の創始者だっ
た。紀元前 6000年の昔にはすでに砂漠に水を引き、
町をつくり、灌漑をして穀物を育てることを始めた。
その後、ここは工学的にも社会的にも実によく練り
あげられた地域となった。ここは同時に東西交易の
幹線に位置していたから、交易都市としても発達し
ていった。

図 2　世界の景観区と農業の 4 つの起源地
出所）高谷（2002：14-15）
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⑧遊牧地域
　この中心はモンゴルである。草原が広がるここで
は人びとは五畜をひきつれてテント生活をするとい
う特殊な生活型をつくり出した。この人たちは鉄砲
が発明されるまでは強い騎馬民であり、13、4世紀
には世界帝国をつくりあげた。今も彼らの尚武の気

風は衰えていない。

⑨アフリカのミレット農業域
　モロコシやトウジンビエなどのミレットを持って
いて、それを中心に農業をやっている。だが、同時
に彼らは勝れたゼネラリストである。栽培品種に

表 1　代表的な地域農業

1　ユーラシア 2　アフリカ
　①オアシス灌漑農業 　⑨ミレット農業
　天水農業の核心域 　⑩牧畜　＊エチオピア高地
　　②インド
　　③華北 3　オセアニア
　天水農業の地方的展開 　⑪根栽農業
　　④ヨーロッパ
　　⑤中国南部 4　新大陸
　　⑥東南アジア 　⑫トウモロコシ他　＊アンデス高地
　　⑦日本
　⑧遊牧　＊チベット高地

図 3　代表的な地域農業
出所）高谷（2002：24）

1　ユーラシア 2　アフリカ
　オアシス灌漑農業① 　ミレット農業⑨
　天水農業の核心域 　牧畜⑩　
　　インド②
　　華北③ 3　オセアニア
　天水農業の地方的展開 　根栽農業⑪
　　ヨーロッパ④
　　中国南部⑤ 4　新大陸
　　東南アジア⑥ 　トウモロコシ他⑫
　　日本⑦

　遊牧⑧　
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なった作物だけでなく、多数の野生植物を利用する
し、ほかの野生動物、魚、昆虫など広範囲に利用す
る。

⑩アフリカの放牧
　アジアやヨーロッパの牧畜とはだいぶ違う。ここ
では動物飼育は経済のためというよりも、社会的ス
テータスの誇示として行われているかのような観が
ある。また、一部の人たちは、自分の飼っている牛
やラクダを自分たちの仲間、ときには自分の分身の
ようにみている。

⑫新大陸のインディオ農業圏
　この典型はアンデス山地で、そこではジャガイモ
とモロコシがつくられている。アメリカ大陸はこの
他にもサツマイモやキャッサバなどもつくり出し
た。金属器こそ欠けていたが、育種の面ではきわめ
て高いものを発達させていた。ただ、ここでは後に
到来したラテン系やアングロサクソン系の人たちの
圧力で大きく歪められた。

　3つの高地文明に関連させ、高谷の生態に適応
した地域農業区分を引用した。ブータン農業につ
いて桑原隊の報告を見る。

ブータン農業の位置づけ
　コエロは 1960年代後半のブータンの経済を次

のように観察した（コエロ：182）。

　ブータンの経済は主として農業で、その主要作物
は、米、小麦、大麦、とうもろこし、きび、じゃが
芋、蜜柑である。ある地方では小麦と大麦とは米の
裏作で、他の地方では小麦とうもろこしとそばと代
わるがわるつくられる。穀類を年中つくっていたこ
とは土地の肥沃に影響したが、今ではその対策とし
て肥料の使用が奨励され、作種の回転の仕方も変え
ることが行われている。最近までブータンは穀類は
自給自足していて、少しは輸出するほどの余裕も
あった。しかし、さまざまな原因で、その少なから
ぬ要因は開発速度であるが、外部からの労働力輸入
の必要がたえずあり、国内の消費水準が高くなった
ことなどが原因になって、食料の需要が供給を上回
るようになったのである。ほとんど誰もが土地をも
ち、どの村でも林野に入会権をもっている。普通の
ブータン人は、自給する人々で、食物をつくり、牛
を飼い、着物を織り、自分で家さえもつくるのであ
る。ぜい沢なものはほとんどほしがらない。

　地域農業は、自然と人間との関係のあり方で、
生活様式や文化を大きく規定している。桑原等に
よる農耕区分は、①稲を栽培するアッサムと連続
する南部低地、②焼畑で稲作を取り入れ、東の照
葉樹林帯と連続する南部山地と中央部山地、③乾
燥したチベットと連続する北部高地に分けられ

図 4　山谷風による中央部乾燥地帯と標高
出所）桑原（1978：120）
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る。山谷風による中部乾燥地帯の存在を指摘して
いる（図 4）。ヒマラヤの南面に位置するブータ
ンでは、全ての河川は北のヒマラヤ山地を源流と
し、南のブラフマプトラ川に流下する。この川筋
に吹き上げる山谷風によりウォンデポダンのよう
に中央部乾燥地帯が島のように存在している。こ
の「乾燥の出島に錨をおろし、稲作をするチベッ
ト人」として他の要素と融合していった。「とこ
ろで文化というものはしばしば、自然条件や生業
形態を共通する帯にそって伝播するものである。
ここブータンにおいても、したがって、アッサム
亜熱帯的地域、照葉樹林帯地域（写真 3）、そし
て北のチベット的なそれぞれの文化要素が共存
し、融合しあう地域になっているのであった。わ
たしたちはたしかにそのような系統の違う文化の
共存、そしてときにその融合のさまを見はしなかっ
ただろうか。」（桑原：237-238）と捉えている。農
耕文化の融合と広域の政治的統合の性格は、生活
様式、自然観そして農業剰余の蓄積・配分を規定
する文明のあり方を見る上で重要である。

国民統合、GNH（国民総幸福）、農業・自然・
環境倫理
ブータン憲法と仏教
　ジグメ・ワァンチュック前国王は、国民総幸福

（GNH）という開発理念を掲げ、速度を抑えた開
発（「近代化」）政策を推進し、第 9次 5か年計画
の達成を確認し、王位を長子に委譲した。普通選
挙により選出された議員が構成する二大政党政治
を枠組とする国会が 2008年に召集され、国家統
治の決定権を国民に与えた成文憲法が発布され

た。新しい統治の仕組みが機能し始めた。
　これに至る国づくりの総仕上げとして位置づけ
られた第 9次 5か年計画が掲げた 4重点領域は、
ブータン王国の政治体制（レジーム）の性格づけ
を行う上で重要である。すなわち、①経済発展、
②文化的遺産の保全と振興、③環境の保全と適切
な活用、④よい統治である。①経済発展と④よい
統治は、全ての発展途上国がその社会経済開発に
掲げていると言って過言ではない。②と③も多か
れ少なかれ、国民統合に関連させて言及されるで
あろう。しかし、ブータンの場合はその歴史的展
開及び陸封された地政学的条件下で、ブータン固
有の仕組みとその内容を発展させ、政治体制（レ
ジーム）の特徴として、②と③をその基底に強固
に埋め込んだと言える。
　新憲法では、第 1条から第 35条と 2つの付帯
条項から成る（表 2）。第 1条から第 8条までが
国王、国家、国民、基本権（第 7条）と義務（第
8条）の規定で、基本事項である。
　第 1条は、ブータン王国の枠組みを規定してい
る。第 12節で鉱物資源、河川、湖沼と森林が国
有であることを定めている。第 2条は国王の機能
を規定している。第 3条は、第 1節で仏教がブー
タンの精神的遺産とされる。第 2節で国王が全て
の宗教の保護者であるとする。第 3節は宗教と政
治の分離を定めている。
　第 4条文化では、国家が文化遺産を保護し発展
させることを定めている。注目される点は、第 5
条環境である。後生の人々のために生物資源や自
然を守り、自然環境と生物多様性の保全を謳って
いる。同条 3項では、そのために全国土の 60％
以上を森林で保全せねばならないとした。

第 1条 ブータン王国 Kingdom of Bhutan
第 2条 君主制 The Institution of Monarchy
第 3条 精神的遺産 Spiritual Heritage
第 4条 文化 Culture
第 5条 環境 Environment
第 6条 市民権 Citizenship
第 7条 基本権 Fundamental Rights
第 8条 基本的義務 Fundamental Duties
第 9条 国の政策の原理 Principles of State Policy
第 10条 議会 Parliament

表 2　ブータン王国憲法条文の一部

写真 3　タシガン－タシヤンツェ間の開墾（2007 年）
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　宗教は仏教がブータンの精神的遺産とされる
が、国教と定めてはいない。国王は第 2節で他の
宗教の保護者であるとしている。ブータンの歴史
的遺産としての仏教は、チベット仏教ドゥック派
である。このドゥック派に特別な地位が与えられ
ている（諸橋：39）。
　宗教は、不殺生にみるように生き物に対する固
有な共生観、自然観すなわち環境倫理を新しい世
代に教え込んでいく。それ故、国民統合と不可分
である国民のアイデンティティ形成は、ブータン
における宗教とその制度により支えられていると
言える。チベット仏教が説く教義は、それが成立
した時の政治体制、生業そして自然の状況を反映
すると考えられる。
　自然環境保全は、土壌や景観の保全、生物多様
性保全、森林保全による膨大な潜在的水資源の水
力発電としての利用等に直接関連して重要である。
しかし、見落としてはならない点は、森林保全は
ブータン国民のアイデンティティの源泉をなすチ
ベット仏教の教義を支えていることである（注 6）。
この点は専門家の先行研究に基づいた考察が必要
である。
　生活と生産の場所を共同する地域住民が自発的
にその教義を受容する上で、一次産業のあり方も
含め、自然環境保全の度合と外部の強制から自由
であることが決定的に重要であると言える。憲法
第 5条 3項で国土 60％以上の森林保全を規定し
た所以である。
　したがって、4つの重点領域中の④よい統治は、
①経済発展、②文化的遺産の保全と振興及び③環
境の保全と適切な活用という 3つの重点領域達成
の結果であると捉えられる。すなわち、GNH開
発理念を掲げた①経済発展は、2つの重点領域達
成（文化遺産と環境保全）に向って長期に努力し
た結果であった。それが結果として④よい統治と
なる。GNH開発理念による新しい国家建設は、
文化的遺産（チベット大乗仏教）の継承と発展に
かかっていると言える。

まとめ
　高地文明における宗教の位置づけが重要である
と考えられる。アンデス高地に栄えたインカ帝国
は、海に面していたが、海洋航海技術未発展の時
代にはブータンのように外部環境からは完全に遮

断されていた。しかし、1521年にコルテスによ
りアステカ文明が滅ぼされ 1533年にピサロによ
りインカ文明は滅ぼされた。海からのスペインに
よる侵略であった。大航海時代が始まった。メソ
アメリカ・南アメリカは急速なグローバル化に巻
き込まれた（注 7）。
　三点をあげてまとめとしたい。第一に、三つの
高地文明は、生態適応を重ねながら地域農業を発
展させ、広範囲な領域統治を可能とした政治体制
を作り上げた。ところがスペイン、ポルトガル、
イギリス、イタリア等という西欧列強による領土
支配に組み込まれ、外部環境の影響が小経営農民
の生活及び生産に浸透することになった。三大高
地文明は、消滅が早かったアンデス文明で 16世
紀まで存在していた点で、有史以前、大河川の河
口を中心として生成、発展、衰退した四大文明と
の大きな違いである。
　第二、小稿冒頭の「高地のフィルター機能」で
述べた陸封という地政学の概念は、グローバル化
による社会経済、政治体制における固有性の破壊
という観点からも有効であると思われる。産業革
命を契機とする産業社会の成立とともに、化石燃
料に依存した生産力が追及され、地球温暖化が始
まったとされる。自然と人間との関係は、産業革
命を契機に大転換したと言える。
　16世紀に始まるグローバル化の流れは、土地
節約型技術を生み出した。ポスト工業化社会の今
日、多大な化石燃料依存の技術と土地・自然への
極度に低い依存度の生産及び生活は益々強まると
推測される。
　一方、高地文明は、交通・輸送欠如という技術
的条件により、化石燃料依存の生産力の発展は困
難であった。化石燃料依存の生産及び生活は、普
及せず、人間―自然関係は、依然として土地依存
型技術である。環境を把握し、対処した経験は、
個人や社会組織に蓄積される。この観点から、血
縁集団の長、集落のリーダーを経験した長老と呼
ばれる老人の経験から、人間―自然関係を学習す
る意義はある。
　第三に、ブータンの事例研究において、「はじ
めに」で述べた月原がチベット文化の核心として
最重要視するチュー（ダルマ、仏教）とその制度
に関する深い考察が必要である。
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注
1）V・H・コエロは、1894年に英領インド行政官
がシッキムの将来についてベンガル政府に送った
文書を引用している。シッキム王国の運命より英
領インドの権益確保が重視されている。ネパール
系住民の未開地開拓を容認・奨励する背景が分か
る。

「何よりもまず、シッキムの人口構成に感ぜられ
ないくらいじょじょに起こっている変化によっ
て、われわれの地歩は強化されるであろう。すで
に述べたレプチャ族は、急速に衰退している。一
方西からは勤勉なネパールのネワル族とグルカ族
とが、いまだ占領されていない広大な地域を開拓
し耕作するために進出してきているが、ここを
ダージリンのヨーロッパ茶栽培業者がすでに目を
つけていたのである。このチベットの宿敵が伸張
してくれることは、チベット勢力の復活に対する
もっとも確実な安全保障である。ここでまた、宗
教が指導的役割を演ずるのである。シッキムにお
いては、インドと同様に、ヒンズー教が明らかに
仏教を追い出すだろうし、ラマ教の祈禱力もバラ
モンの犠牲的な道具立てにはかなわないだろう。
土地は信仰に従うものである。チベットの地主も
しだいにとりあげられることになるであろうし、
チベット人が望んでやまない小貿易にひきずられ
て行くことになるだろう。
　アジア大陸の原動力である人種と宗教は、われ
われのやり方でシッキムの難関を乗り越えさせて
くれるであろう。こういう諸原因がチベットやネ
パールの干渉によって不自然に妨げられないよう
に、われわれはただ見守っていさえすればよいの
である。」（コエロ：54-55）
2）「ブータンのインドに対する態度と開発に対す
るインドの援助をブータンが理解していることは

1966年 5月ドルック・ギャルボのジグミ・ドリジ・
ワンチュクがそのニュー・デリー訪問を終わるに
当たって新聞に公表した（略）
　しかしながらそれはそれとして、インドのブー
タンに対する政策の基調をなしているのは二つの
要因である。その一つは、ブータンの外交関係に
ついて、1949年のインド・ブータン条約によっ
てインドが責任を持っていることであり、いま一
つは、1958年 9月のネルー首相のパロ演説に明
らかにされているように、インドが『ブータンの
防衛者』としての役割をもっているということで
ある。これはインド自身の防衛政策の論理的帰結
でもあるのである。インドは侵略的で敵対的な
ブータンには黙っていられないし、また中国支配
下の隣国を放任してはおけない。このことの重要
性は、（略）パキスタンの東部では、二国の間に
あるインド領から僅か 2，3マイルしか離れてい
ない近接した地位にあるということが分かれば、
明らかになるであろう。インドの防衛線は、それ
ゆえに実際にはブータンをチベットから分離して
いるヒマラヤ山脈の分水嶺に沿っているというこ
とができるのである。
　ブータンの方としても、それ自身の利害から、
また自らの文化、制度、領土を保全したいという
切実な要求を自覚すれば、インドの責任ある役割
を十分に認め、その態度を諒とするであろう。イ
ンドの支持があってこそ、ブータンは国境で侵略
があったり、ブータンの内政に不当な干渉があっ
たりすれば、中国に待ったをかけ、中国に反省さ
せることが出来るのである。一たびブータンがそ
の孤立を放棄して世界の他の部分と接触を持つよ
うになれば、ブータンは自然と世界史の潮流にひ
きずりこまれることになり、程なく国際社会の中
でその存在を主張することになるであろう」（コ
エロ：148-150）。
3）農業の多面的機能
　わが国では高度経済成長期以前の第一次産業に
より人間の手が入った大地は、集落、里地、農業
用水路、里山等からなる二次的自然の広がりと
なっている。せいぜい畜力に依存する程度の耕地
化や農薬・除草剤・化学肥料を使用しない農耕が
営まれ続けていた。多くの生物の住処となってい
る。水田は稲を栽培するために毎年耕し、灌漑す
る湿地、湿原でもある。多くの水生生物や水辺を
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必要とする生き物の生息地となっている。干潟で
生活していた水鳥のトキは、農耕により維持され
ている水田を干潟のように利用する。二次的自然
は生態を多様化し、多様な生き物に生息地を提供
している。
4）西岡京治（1933 ～ 1992年）は、1964年より
コロンボプランの専門家として今日の国際協力機
構からブータンに派遣された。28年間に及ぶブー
タンでの持続的農業発展に対する多大な貢献によ
り、1980年にダショの称号を受けた。西岡京治・
里子『ブータン　神秘の国』（NTT出版、1998年）
参照。
5）1965年に開始された幹線道路建設にはブータ
ン内からは賃金労働者は集まらず隣国から多数雇
い上げた。このため、食糧自給率が低下し、不足
はインドから輸入する状況が続いている。
6）写真 4は、長寿の 6つの象徴（自然との共生
をシンボル化）である。ブータン最大のオグロヅ
ル越冬地であるフォブジカ谷のツーリスト・ロッ
ジの 3階、ドアの脇の壁に書かれた伝統的なチ
ベット仏画で、長寿を 6つの象徴で示す。同じモ
チーフの絵は、WWF（世界自然保護基金）と王
立自然保護協会（RSNP）が発行した環境教育の

冊子の表紙にも使われている。生命が長く続くこ
とを祈願し、老人、水、木、岩、鹿、鳥の 6つの
シンボルが描かれている。
　老人は長寿をシンボル化し、その老人は、生命
を育む水を供える。木は成長と繁栄のシンボルで、
岩場を水源とする流れに根を張っている。水源の
岩は、安定を象徴する。
　鹿は、平和と調和を現し、老人は、仏と法（ダ
ルマ）、僧（サンガ）に供えたお椀の供物を食べ
長寿を極めている。鳥は自由を祝福し、不死であ
る。木の実から作った美酒を飲むことによって永
遠の生命が備わっている。
　この絵のモチーフは、水が生物界の生命の源で
あることを示し、その循環に関わる人のあり方を
教えるものであると思われる。森林と野生動物の
保全そして水資源が国家の基礎であるとするブー
タンの開発理念と理想像が見事に重なっている。
自然との共生を一枚の仏画で描いている。絵の鳥
は、オグロヅルである。
　今枝（2003）等の中世ブータンのレジームの研
究を参照する必要がある。次の指摘は糸口である。

「ブータンは、現時点で大乗仏教を国教とする唯
一の独立国であり、チベット仏教圏最後の砦であ
る。もっとも整備された仏教典籍の集大成である
チベット語大蔵経をもち、いわば国民全体が大乗
仏教の出家僧侶の集団である僧伽の在家信者とし
て機能しているユニークな国家形態である。」（今
枝 2005：177）

「仏教には、国・社会の倫理面の分析者・監視者
としての役割があると思う。」（同：213）
7）ロストウォロスキ（2003：301）は、次のよう
に述べている。「アンデス文化の特異性は、その
孤立と、環境の大きな困難を克服しようとして住
民たちが示した才能にある。しかしこの国家は、
海岸に到着した一群の外来人の前に膝を屈した。
屈服した理由は、組織の弱さと、その拡大の開始
をもたらした諸原因そのものに求められる。」

引用文献
今枝由郎（2003）『ブータン中世史―ドゥク派政
権の成立と変遷―』平文社

――――（2005）『ブータン仏教から見た日本仏教』
NHKブックス

――――（2008）『ブータンに魅せられて』岩波写真 4　長寿の 6 つの象徴
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